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ハカルワカル広場９月茶話会

福島原発事故を学ぶ（１）

汚染水の海洋放出
について
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市民一人ひとりの
危機管理の鉄則

■真実から→最悪の事態を想像！

■事故に学ぶ→事実を把握→真実を見抜く
（literacyという）

■少しでも安心（不安開放）→
自分自身の行動計画・対策を立てよ
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原発の
立地場所

4https://www.nippon.com/ja/features/h00238/



原子力施設の
他のテクノロジーとの

違いは？

■事故の質と規模が異なる
→ 放射線障害は種の保存（遺伝子損傷）への障害
→ 電力会社単独で責任が取れない損害→損害額は20兆円超

■放射能（使用済み核燃料）の処理方法がない
→プルトニウム239は10万年の管理

■代替法があるかもしれない
→自然エネルギ

5



6

みんなに質問

原発の安全性とは？

住民が被ばくしないこと！



目次：論点
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1. 汚染水はなぜ溜まるの
・今、どこに、どのくらいあるの

2.海洋放出は何が問題か

3. 政府の方針と問題点

4. どうすべきか
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出典：201４年1月1５日、東京電力株式会社福島第一原子力発電所における福島第一原子力発電所における汚染水処理とトリチ
ウム水の保管状況汚染水処理とトリチウム水の保管状況



https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/story/2019/07/23/9618/

・現貯蔵量＝約120万トン。
・2022年には敷地内のタンク保管場所が限界





11https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/osensui2019.html



12https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/story/2019/07/23/9618/



13https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/osensui2019.html

汚染水の発生量（トン/日）
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汚染水の「運用目標」と規制基準の比較
（単位はベクレル/リットル）



トリチウム（三重水素：陽子 つと
中性子 つからなる水素原子同位体）

・半減期は12.3年



Bq/L Bq/L

■現在の 総量
・濃度は 30 万～330 万 Bq/L 程度、
・タンク貯留水に含まれているトリチウムの累積量は約 7.6×1014Bq
（約 2.1g）
経産省（タスクフォース、平成 28 年 3 月 24 日時点）

トリチウムが除去されない！
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トリチウムが除去されない！
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トリチウムの有害性

原子力発電所などから大量に排出されるトリチウム(三重水素)はごく低濃度でも人
間のリンパ球に染色体異常を起こさせることが，突き止められた。
（1974年放射線医学総合研究所中井さやか遺伝研究部長ら）
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ヨウ素129も取り切れていない❕

■ヨウ素129が法律で定められた放出のための
濃度限度（告示濃度限度9×10-3Bq/cm3）を60回、
超えていた
（2018年8月23日河北新報、2017年度のデータを
検証）

■東電は同23日の会見で、超過した回数は65回
だったことを明らかにした。
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・ 地層注入（前処理なし／希釈後／分離後）
・ 海洋放出（希釈後／分離後）
・ 水蒸気放出（前処理なし／希釈後／分離後）
・ 水素放出（前処理なし／分離後）
・ 地下埋設（前処理なし）

政府案
トリチウム水の処分方法

出典：経産省 トリチウム水 タスクフォース報告書 平成 2 8 年 6 月
www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/tritium_tusk/p
df/160603_01.pdf

「しばらく保管」、なぜ、ないの？



取り除くは
ずのものが
取り除けて

いない

トリチウム
にはとくに
内部被ばく
のリスク

国際法は
「最善の手
段を」と

トリチウム
分離技術は
存在する

地元市民の
意見を無視
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問題点

汚染水の
海洋放出



24

理由１ 取り除くはずのものが取り除けていない
・2018年8月、「トリチウム水をどうするか」の公聴会の直前、トリチウム水に基準を超えるストロンチウム90、ヨウ素129などの放射性核
種が含まれていることが発覚しました。フリーランスライターの木野龍逸氏は、データを精査し、ヨウ素129（I-129）、ルテニウム106（Ru-
106）、テクネチウム99（Tc-99）なども基準値を超えていたと報道

・東電は、トリチウム水89万トンのうち8割強である約75万トンについて、基準値を超えていたことを明らかにしています。東電は放出す
るときには基準値以内にしてからと言っていますが、取り除くはずのものが取り除けていません。流すときには薄めればよいという問
題ではありません

理由2 トリチウムにはとくに内部被ばくのリスクがある
体内に取り込まれたトリチウムが半分になるまでには10日程度。

理由3 国際法は「最善の手段を」と言っている
日本も批准している「国連海洋法条約」では「いずれの国も、海洋環境を保護し及び保全する義務を有する」としています（第192条）。
そして、第194条には「いずれの国も、あらゆる発生源からの海洋環境の汚染を防止し、軽減し及び規制するため、利用することがで
きる実行可能な最善の手段を用い、かつ、自国の能力に応じ、単独で又は適当なときは共同して、この条約に適合するすべての必要
な措置をとるもの」とあります。

陸上でタンクで保管するという「実行可能な最善の手段」があるにも関わらず、海洋放出することは海洋環境保護の観点から認められ
ません。

理由4 トリチウム分離技術は存在する
汚染水は、長期保管し、その間にトリチウム分離技術の開発を
現段階で最善といえるのは、陸上で長期保管し、並行してトリチウムを含む放射性核種の分離・回収技術を開発・適用することです。

GREEN PIECE による反対理由
（https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/story/2019/07/23/9618/）
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当面保管⇒結論

■東電福島第二原発敷地内タンク増設

■50年間の間に、放射能濃度減衰と放射能除去
技術の開発をする

■後世の世代につけを回すが、許してもらう

汚染水放出で孫たちに内部被ばくをさせるか、未来に技術開発を託すか

今こそ選択の時‼
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福島第二原発
150万㎡

福島第一」原発
350万㎡



28https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/osensui2019.html

汚染水の発生量（トン/日）
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倫理の問題か
お金や技術の問題か



ご清聴に感謝します

渡辺敦雄
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■ 専門：原子力工学、危機管理学、環境工学
学位： 博士（工学）（東京大学）、技術士 （衛生工学）
学会 ：日本環境教育学会

■経歴
・1971.6 東京大学工学部卒、株式会社東芝入社
・原子力事業部配属（福島第1原子力発電所3,5号機、女川原子力発電所1号機、

浜岡 原子力発電所1,2,3号機の基本設計担当）

・1998.4 環境技術部長
・2000.4 神戸大学客員教授
・2009.4 沼津高専 物質工学科教授（2012 .3退職）
・現在 山梨地方自治研究所副理事長

■趣味：囲碁

渡辺敦雄 略歴
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海水への放射能漏洩量

現在も地下水や配管を
通じて流出が続いてい
る可能性がある

東京新聞2013年3月24日朝刊33
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人が浴びる線量の目安値：１０μSv/年から決定

クリアランスレベルの違い？
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原子炉等規制法「人が浴びる線量の
目安値：１０μSv/年から決定」

⇒100Bq/kgとの関係は？

環境省は＝8000Bq/kg(80倍)？
※平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所
の事故により放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置
法施行規則（平成23 年12月14 日環境省令第33 号）第14 条

再利用基準＝原子炉等規制法100Bq/kg
安全処理基準＝環境省＝8000Bq/kg(80倍)


